
【線区の現状】

７．釧網線（東釧路～網走間：１６６．２㎞）
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■ 釧路湖陵高校 ほか

○ 沿線に４つの国立、国定公園や世界遺産・知床を有し、世界的に貴重な釧路湿原を間近に体感できるなど、来道外国人観光客の鉄
道利用が増えつつある中、道東方面の観光振興にとって大きな可能性を有する路線である。沿線地域は国の広域観光周遊ルートに指
定されているが、並行する高規格幹線道路の計画はなく、今後、インバウンド等による交流人口の飛躍的な拡大に向け、本線区が重
要な役割を果たすことが期待される。

○ 通学や通院など、住民の日常生活で利用されているが、一部利用の少ない区間もある。

観光客の利用だけで鉄道を維持していくことは難しいことから、関係機関が一体となって、観光路線としての特性を
さらに発揮するよう取組を行うとともに、地域における負担等も含めた検討・協議を進めながら、路線の維持に最大
限努めていくことが必要と考える。

至帯広

◆ 釧路市立総合病院 ほか

道東地域

【地域における検討・協議の状況】
◆オホーツク圏活性化期成会・

釧網本線部会（事務局：網走市）
１ 構成団体
沿線等９団体（市町村、市町村議会）

２ 主な経過

・ 部会等で議論（H29.3～12）
・ 中間報告を実施（H29.5）

３ 中間報告等の取りまとめ状況（概要）

※詳細はP29参照
○ 路線の位置づけ
・国立・国定公園、世界遺産・知床
など沿線に数多くの観光地を有する
全国的にも極めて貴重な線区 など

○ 今後の方向性
・平成29年度中に釧路地方総合開発
促進期成会釧網線部会との合同会
議を設置し、路線存続に向けて、よ
り具体的に検討
・ JR北海道と協議に入り、H30年度末
までに方策案を示す

１ 構成団体
沿線等８市町村

２ 主な経過
・特別委員会で議論（H29.4～）
・作業部会で検討・分析（H29.10～11）
・路線の必要性に係る検討・分析を公表
（H29.11）

３ 中間報告等の取りまとめ状況（概要）

※詳細はP29参照
○路線の位置づけ
・ 道東地域における広域周遊観光の
基幹的な路線であり、国・道・地域が
進める観光施策に必要不可欠な路線
・ 都市機能の拠点を有機的に結び、地
域の経済・住民生活を支え守る路線

○ 今後の方向性
・ 国への働きかけやＪＲへの提言、
それらを前提に、地域で取り組む
具体的方策を道と共に検討

◆釧路地方総合開発促進期成会・ＪＲ花咲線

・釧網線対策特別委員会（事務局：釧路市）

１５Ｐ



【線区の特性】

１６Ｐ

（２） 通学や通院など住民の日常生活で利用されているが、
一部利用の少ない区間もある。

①国立・国定公園の状況

【出典】観光庁資料

※地図中の数字は、
平成２８年度宿泊客延数

「アジアの宝 悠久の自然美への道
ひがし北・海・道」

③国の広域観光周遊ルートの状況

※五十石駅は平成29年3月4日廃止【出典】ＪＲ北海道資料

＜駅間通過人員＞ ※１日当たり平均（平成２８年度）

釧路湿原

釧路湿原国立公園
小清水原生花園

阿寒摩周国立公園

摩周湖

網走国定公園

知床国立公園

熊越の滝

④観光列車の運行状況
■SL冬の湿原号
【運転期間】

１月下旬～２月下旬

（Ｈ２８年度延べ21往復）

【運転区間】 釧路～標茶間
【乗車実績】 約7,900人（H28）

■流氷物語号
【運転期間】

１月下旬～２月末

（Ｈ２８年度延べ64往復）

【運転区間】 網走～知床斜里間
【乗車実績】 約7,100人（H28）

■くしろ湿原ノロッコ号
【運転期間】

４月上旬～１０月上旬

（Ｈ29年度延べ240往復）

【運転区間】 釧路～塘路間
【乗車実績】 約59,500人（H29）

【出典】ＪＲ北海道資料

【出典】北海道観光入込客数調査報告書

②沿線地域における宿泊客数（延数）の状況

【東釧路～網走間の沿線市町計】

外国人
宿泊客数(人）

（１） 沿線に国立・国定公園などの多くの有名な観光資源を有する路線であり、交流人口拡大に向けた重要な役割を果たすことが期待
される。

宿泊客数(人）



【線区の現状】

北方領土返還運動の拠点として重要な役割を有する北方領土隣接地域における鉄道の役割を十分考慮するととも
に、国の北方領土対策や高規格幹線道路網整備の状況も踏まえつつ、地域における負担等も含めた検討・協議を
進めながら、路線の維持に最大限努めていくことが必要と考える。

８．根室線〔花咲線〕（釧路～根室間：１３５．４㎞）

○ 北方領土返還運動の拠点である北方領土隣接地域を結ぶ唯一の路線であり、隣接地域の振興や住民の生活の安定はもと
より、今後、北方四島における共同経済活動による交流拡大を図る上で、重要な役割を果たすことも期待される路線である。
○ 釧路～根室間の高規格幹線道路については、一部が開通済であるが、未整備となっている区間がある。
○ 札幌圏とを結ぶ特急列車は運行されておらず、主に通学や通院など、住民の日常生活で利用されているが、一部利用の
少ない区間もある。
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◆ 釧路地方総合開発促進期成会・ＪＲ花咲線

・釧網線対策特別委員会（事務局：釧路市）
１ 構成団体
沿線等８市町村

２ 主な経過

・ 特別委員会で議論（H29.4～）
・ 作業部会で検討・分析（H29.10～11）
・ 路線の必要性に係る検討・分析を公表
（H29.11）

３ 中間報告等の取りまとめ状況（概要）

※詳細はP29参照
○ 路線の位置づけ
・ 通学や通院など沿線地域住民の安全安
心な生活を守る路線
・ 北方領土隣接地域と道東の中核都市を
結ぶ路線
・ 広域観光周遊ルートの形成に重要な
役割を持つ路線

○ 今後の方向性
・ 国への働きかけやＪＲへの提言、これを
前提として、地域で取り組む具体的方策
を道と共に検討 など

【地域における検討・協議の状況】
◆ 根室地方総合開発期成会・根室本線花咲線
対策特別委員会（事務局：根室市）

１ 構成団体
沿線等１０団体（市町、市町議会）

２ 主な経過

・ 特別委員会で議論（H29.6～）
・ 花咲線存続に係る検討・分析報告を実施

（H29.12）

３ 中間報告等の取りまとめ状況（概要）

※詳細はP29参照
○ 路線の位置づけ
・ 北方領土隣接地域の振興、住民生活は
もとより隣接地域と道央圏を結ぶ唯一の
鉄路として国策上重要な位置づけ
・ 住民生活や観光に重要な役割
○ 今後の方向性
・ 第８期北方領土隣接地域振興計画への
位置づけ
・ 国への働きかけやＪＲへの提言、これを
前提として、地域で取り組む具体的方策
を道と共に検討 など １７Ｐ

道東地域



【線区の特性】

（１） 北方領土返還要求運動の拠点として重要な役割を有する
北方領土隣接地域を結ぶ路線である。

１８Ｐ

（３） 通学や通院など住民の日常生活で利用されているが、
一部利用の少ない区間もある。

【出典】ＪＲ北海道資料

①北方領土隣接地域の振興

北方領土
隣接地域

根室市、別海町、中標津町、標津町、
羅臼町

意 義
元島民が多く居住する隣接地域の振
興や住民生活の安定が重要

主な施策

①交通・通信施設の整備、国土保全
②教育・文化の振興、医療の確保
③農林水産業・商工業の振興、観光開
発

【出典】千島歯舞諸島居住者連盟調べ

②元島民の居住状況

＜駅間通過人員＞ ※１日当たり平均（平成２８年度）

・ 北方領土隣接地域（根室市ほか４町（下記参照））は、かつて北方領土と一体の社
会経済圏を形成して発展した地域であるが、戦後は北方領土問題が未解決であるこ
とから、地域社会として望ましい発展が阻害されるという特殊な状況下に置かれてい
る。
・このことから国や道は「北方領土問題等の解決の促進のための特別措置に関する
法律」に基づき、北方領土隣接地域の振興等に関する施策を推進している。

・元島民の約26％が根室管内に居住。

・高齢化（平均80.7歳）が進んでおり、 公共

交通のニーズも高まっている。

（２） 高規格幹線道路については、一部が開通済であるが、

未整備となっている区間がある。



【線区の現状】

利便性の高い最適な公共交通ネットワークの確保に向け、今後の活力ある地域づくりの観点に十分配慮しながら、
バス転換も視野に、地域における検討・協議を進めていくことが適当である。

９．札沼線（北海道医療大学～新十津川間：４７．６㎞）

○ 沿線の月形高校において２６名の通学利用があるものの、輸送密度は６４人／キロ／日と極めて小さく、特に浦臼以北におい
ては、１日当たりの平均利用者数が１０人以下にとどまっている。

○ また、月形以北においては、滝川、奈井江、岩見沢といった、函館線沿線の市町との移動が中心となっており、多数のバスが
運行されている。
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【地域における検討・協議の状況】

◆札沼線沿線４町長意見交換会（事務局：月形町）

１ 構成団体

沿線４町

２ 主な経過

○沿線４町長意見交換会を実施（H29.4～）
○札沼線ツアーの実施（H29.5～10）

・利用促進策の一環として、計４回のツアーを実施

○第６回意見交換会（H29.11）において次のとおり表明

○札沼線沿線まちづくり検討会議設置（H30.1）

・将来を見据えた公共交通体系のあり方と沿線のまちづ
くりを一体的に検討

・札沼線の維持存続を訴えつつも、バスを含めた最
適な公共交通ネットワークの確立は、喫緊の課題で
あることから、今後、そのあり方について、早急に検
討していくことが必要。

１９Ｐ

道央・道南地域



【線区の特性】

（２） 月形以北については、滝川、奈井江、岩見沢などとの
結びつきが強い。

（１） 輸送密度は、６４人／キロ／日と極めて小さい。

＜輸送密度の推移＞

【出典】ＪＲ北海道資料

＜駅間通過人員＞ ※１日当たり平均（平成２８年度）

【出典】ＪＲ北海道資料

（３） 月形高校においては、２６名の生徒が鉄道を利用している。

２０Ｐ
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【出典】ＪＲ北海道資料

【出典】北海道調べ



【線区の現状】

他の交通機関での代替の可能性も踏まえつつ、地域における負担等も含めた検討・協議を進めながら、路線の維
持に努めていくことが必要と考える。

１０．日高線（苫小牧～鵡川間：３０．５㎞）

○ 通学や通院など、住民の日常生活で利用されており、朝の苫小牧方面に向かう列車においては、最大１８０人を超える利用が
あるが、その他においては、利用者数が１０人以下の時間帯が多くなっている。
○ 鉄道とバスが、概ね全区間にわたって並行している。

鉄
道
網
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方

【地域における検討・協議の状況】

◆ＪＲ北海道の維持困難線区に関する
東胆振首長懇談会（事務局：苫小牧市）

１ 構成団体

沿線等５市町

２ 主な経過

・ 首長懇談会で議論（H28.12～）

・ 利用実態調査を実施（H29.1）
沿線において、乗降客数に関する調査を実施し、
ＪＲ北海道の公表数値とほぼ同様の結果である
ことを確認。

３ 中間報告等の取りまとめ状況（概要）

・ 現時点で、中間報告等の取りまとめは行っていな
いが、沿線５市町の担当者において、利用促進策
に関する検討を実施している。

２１Ｐ

道央・道南地域



【線区の特性】

（２） 朝の苫小牧方面に向かう列車においては、
最大１８０人を超える利用があるが、その他においては、
利用者数が１０人以下の時間帯が多くなっている。

（１） 通学や通院など、住民の日常生活の利用が中心である。

＜駅間通過人員＞ ※１日当たり平均（平成２８年度）

【出典】ＪＲ北海道資料

（３） 鉄道とバスが、概ね全区間にわたって並行している。

乗車数

（下り）

苫小牧 鵡川

１人５：４７発 ６：１５着

３人７：５８発 ８：２７着

２人１０：２０発 １０：４９着

１１人１２：２３発 １２：５２着

１２人１４：３２発 １５：０１着

１１７人１６：５６発 １７：２５着

６６人１９：０７発 １９：３６着

１３人２１：３６発 ２２：０５着

下校

時間帯

乗車数

（上り）

鵡川 苫小牧

１８人６：２５発 ６：５４着

１８２人７：１２発 ７：４４着

１１人８：３７発 ９：０４着

２人１０：５９発 １１：２８着

４人１３：０３発 １３：３３着

８人１５：１０発 １５：３９着

６人１７：５５発 １８：２４着

２人１９：５９発 ２０：２６着

１人２１：０１発 ２１：２７着

登校

時間帯

※人数は、苫小牧～鵡川間における最大乗車人数

【出典】ＪＲ北海道資料により道作成 ２２Ｐ【出典】北海道調べ



【線区の現状】

線路と海岸線が近接し、これまでも自然災害が頻発するなど厳しい環境に置かれた路線であることや、昨年１１月
に公表された調査結果等を踏まえ、利便性の高い最適な公共交通ネットワークの確保に向け、今後の活力ある地
域づくりの観点に十分配慮しながら、他の交通機関との代替も含め、地域における検討・協議を進めていくことが適
当である。

１１．日高線（鵡川～様似間：１１６．０㎞）

○ 通学や通院など、住民の日常生活で利用されているものの、輸送密度は１８６人／キロ／日※と極めて小さく、２０１５年１月に発生した
高波被害等により、全区間が不通となっており、復旧に向けては、約８６億円の費用が見込まれている。
○ 被災直後から国、道、JR北海道の三者が復旧を目指すとの共通認識のもと議論を行ってきた中で、JR北海道からバス転換について提案
したいとの考えが示されたことから、これまで沿線自治体も含め、バスやＤＭＶなどの可能性についても協議を進めてきている。
○ 昨年１１月に示された調査結果においては、ＤＭＶやＢＲＴは、バスに比べて、初期投資や運行費用が多大であることに加え、運行開始まで
に長期の期間を要することが明らかになった。

２３Ｐ
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・営業キロ １１６．０ｋｍ
・駅数 ２５駅（有人駅２駅、無人駅２３駅）
・本数 代行バス（鵡川-静内：上下１６本）

（静内-様似：上下１４本）

（１）バス
○都市間バス
・浦河～札幌 7.5往復/日（道南バス）
・えりも～札幌 1往復/日（ＪＲバス）
○路線バス
・苫小牧～静内 3往復/日（道南バス）
・静内～浦河 5往復/日（道南バス）
・浦河～様似 12往復/日（ＪＲバス）

（２）高規格幹線道路
日高自動車道（開通区間：苫小牧東～日高門別）
・日高門別IC～日高厚賀IC （H29年度開通予定）

３ 他の交通モード

２ 経営状況

１ 運行区間の概要

・輸送密度 １２５人/キロ/日（Ｈ２８）※９～１２月を除く
バス代行輸送の人員で算出

・営業損益 △８８６百万円（Ｈ２８）
・営業係数 １，７５７円（Ｈ２８）

(1)被災等の経緯
H27. 1 悪天候による高波で、厚賀～大狩部間で盛土流出
H27. 9 台風17号による高波で、新たに豊郷～清畠間で被災
H28. 8 台風9～11号の高波で、豊郷～清畠間など複数箇所で被災
H28.11 JRが復旧費の試算を公表（H27年の被災と併せて約86億円）

(2)関係機関による協議の経緯

H27. 6～H28.1 JR日高線検討会議【国、道、JR (事務局：国)】
・ 復旧方策等を検討

H27.11 ＪＲ北海道が、日高線を持続的に維持するための方策等を
議論するための地元協議会の設置を提案

H27.12～H29.3 JR日高線沿線自治体協議会【国、道、町、JR(事務局：道)】
・ 日高線を持続的に維持するための方策等について検討
・ ＪＲ北海道は「上下分離方式」又は「自治体による費用支援」が必要
であり、毎年の維持費16.4億円のうち13.4億円を地元に求めると説明

H29.2 ＪＲ北海道から正式に鉄道の復旧を断念し、バス等、新たな交通体
系に向けた協議の開始を提示

H29. 4～ ＪＲ日高線沿線地域の公共交通に関する調査・検討協議会
【国、道、町 (事務局：日高町村会)】

・ 地域公共交通ネットワーク全体のあり方についての調査・ 検討を実施
（ＤＭＶ、ＢＲＴ、バス）
・ 調査報告を取りまとめ（H29.11）

【これまでの経緯】

※被災前の２０１４年度の数値

道央・道南地域



【線区の特性】

（２） ＤＭＶやＢＲＴは、バスに比べて費用や運行開始までの負担が
大きい。

（３） 線路と海岸線が近接し、自然災害が頻発している。

（１） 輸送密度は、１８６人／キロ／日と極めて小さい。

ＤＭＶ ＢＲＴ 乗合バス

初期費用 ４７億円 １０５億円 ２．６億円

単年度収支 △１０億円 △５億円 △２億円

運行までの期間 約１４年～ 約６年～ 約２年～

補助
年度

災害名（発生年月）
道補助額
（千円）

備考

16

台風被害（Ｈ１６．６） 5,636 路盤流出・土砂流入

台風被害（Ｈ１６．８及び９） 2,742路盤流出・土砂流入

１６年度計 19,346

18

豪雨災害（Ｈ１８．８） 13,177路盤流出・土砂流入

台風・豪雨災害（Ｈ１８．９及び１０） 36,219路盤流出・土砂流入

１８年度計 49,396

22 豪雨災害（Ｈ２２．８） 5,128路盤流出・土砂流入

23 豪雨災害（Ｈ２３．９） 5,648路盤流出・土砂流入

合 計 68,550

＜輸送密度の推移＞

【出典】ＪＲ北海道資料

【ＪＲ日高線沿線地域の公共交通に関する調査結果（H29.11公表）】

① 日高線（鵡川～様似間）における災害発生件数 ② 日高線（鵡川～様似間）の災害復旧事業に対する道の補助額

①背景

・ 平成29年2月にＪＲ北海道から正式にバス転換等に向けた協議開始を行いたい
との考えが示され、同年4月に日高町村会は、管内７町、道、運輸局による「ＪＲ日
高線沿線地域の公共交通に関する調査・検討協議会」を設置し、DMV、ＢＲＴ、 バ
スを対象として地域公共交通ネットワーク全体のあり方について調査・検討を実施。

② 調査内容

・ DMV、BRT、バスの３つの交通モードに係る初期費用、運行収支、運行までの
期間等について、専門家の助言を得ながら調査を実施。

③調査結果
・ 今後の地域における検討の

ため、一定の条件の下でDMV、
BRT、バスの３モードに係る費
用等を試算した。
主な試算結果は右記のとおり。

２４Ｐ

平成１６～２６年度までにおいて、全２６７件（年平均：約２５件）が発生
（うち豊郷～大狩部間で１４４件（年平均：約１３件））

平成１６～２６年度までにおいて、６８，５５０千円
（全道（９７，５１４千円）の約７割）

※輸送密度は、Ｈ２６の数値（被災前の鉄道運行によるもの）

注）当調査結果は、車両の開発内容や走行区間、許認可等に要する期間など様々な仮定を前提としたものである。



【線区の現状】

１２．室蘭線（沼ノ端～岩見沢間：６７．０㎞）

鉄
道
網
の
あ
り
方

１ 構成団体

沿線３市町

２ 主な経過

・ 首長懇談会で議論（H29.4～）

・ 利用実態調査を実施（H29.7）

３ 中間報告等の取りまとめ状況（概要）

・ 現時点で取りまとめられていないが、懇談会に

おいて利用促進などを検討中

【地域における検討・協議の状況】

◆ JR北海道の維持困難線区に関する南空知首長懇談会
（事務局：岩見沢市）

○ 道北や道東と本州方面を結ぶ鉄道貨物輸送のバイパスルートとしての役割を果たしているが、貨物列車の運行に関しては、
現行のアボイダブル・コストルールのもと、旅客会社が線路の維持管理費の多くを負担している。
○ 通学や通院など、住民の日常生活で利用されているが、一部利用の少ない区間もある。
○ 鉄道とバスが、概ね全区間にわたって並行している。

住民の利用状況を踏まえ、地域における負担等も含めた検討・協議を進めながら、路線の維持に努めていくことが必要と考える。

※ 鉄道貨物輸送のあり方については、輸送実績及び鉄道施設の維持に要する費用負担並びに代替ルートとなりうる千歳線の厳しい線路容量等
を考慮するとともに、道内全体の物流の効率化・最適化の観点から、トラック輸送や海上輸送も含めて総合的に対策を検討していくことが適当で

あり、地域における検討・協議と並行して、関係機関による議論を進めていく必要がある。

１ 構成団体

沿線等５市町

２ 主な経過

・ 首長懇談会で議論（H28.12～）

・ 利用実態調査を実施（H29.1）

３ 中間報告等の取りまとめ状況（概要）

・ 現時点で取りまとめられていないが、懇談会に

おいて利用促進などを検討中 ２５Ｐ

道央・道南地域

◆ JR北海道の維持困難線区に関する東胆振首長懇談会
（事務局：苫小牧市）



【線区の特性】

（２） 通学や通院など住民の日常生活で利用されているが、
一部利用が少ない区間もある。

（１） 道北や道東と本州方面を結ぶ貨物列車のバイパスルート
として利用されている。

③線区別の線路使用料(H27年度実績）

【出典】ＪＲ北海道資料

線区 線路使用料

石北線（新旭川～網走） 34百万円

根室線（滝川～富良野） 5百万円

室蘭線（沼ノ端～岩見沢） 17百万円

３線区計 56百万円

会社計 1,708百万円

【出典】ＪＲ北海道資料

＜駅間通過人員＞ ※１日当たり平均（平成２８年度）
①道北方面の列車

②道東方面の列車

（３） 鉄道とバスが、概ね全区間にわたって並行している。

２６Ｐ【出典】北海道調べ



Ⅳ 終わりに ～持続的な鉄道網の確立に向けて～

２７Ｐ

当会議が今回まとめた「鉄道網のあり方」は、道が総合的な交通政策を推進する上での基本的な考え方を全道的な観点か
ら示したものであり、今後、交通事業者はもとより、道や国も参画し、地域において、実情や線区の特性を踏まえた、検討・協
議をさらに進めていただきたいと考えます。

特に、各々の地域の実情を踏まえ、鉄道とバスやタクシー、航空機などといった他の交通モードとの連携を一層強化すると
ともに、ＬＣＣの就航促進や高規格幹線道路網の伸展などといった交通環境の変化も的確に捉え、利用者にとって真に利便
性が高いシームレスな交通体系の確立に向け、関係者が一体となって、早急に取り組んでいく必要があります。

交通を取り巻く環境が大きく変化を遂げつつある中、持続的な公共交通ネットワークを創り上げていくためには、公共交通に
対する道民の皆様の意識を変えていくことが必要です。これまでの「あって当然」という公共交通から、みんなで「創り、育てて
いく」公共交通に変えていくことが重要です。社会構造の変化や、今後のまちづくりのあり方などを踏まえたとき、地域にとって
どのような交通手段が適当なのかを改めて問い直し、自らの移動手段を主体的に選択していくことが求められます。

単なる利用者としてだけではなく、これからの地域社会を見据えた公共交通を共に創造する主体として、日常生活における
移動手段の再考も含めて、公共交通の利用拡大に向けて、意識を高めていく必要があります。

本道の鉄道網が直面する極めて厳しい状況を乗り越えていくためには、ＪＲ北海道の取組だけでは困難であり、市町村や
道、国、そして何よりも、道民の皆様一人ひとりが、公共交通のあり方を自らの問題として受け止め、その解決に向け、共に行
動していく必要がある、そのことを強く提起し、報告といたします。



【参考】地域協議における中間報告等の概要

線区 検討主体 路線の位置づけ 今後の方向性

宗谷線
（名寄～稚内）

宗谷本線活性化
推進協議会

○ロシアとの国境に面する要衝
○多様な産業が営まれる広大な生産空間を貫き、
都市間を結ぶ国土の重要路線
○教育・医療など各種都市機能が点在集約して
おり、特に学生・高齢者にとって重要な移動手段
○国の広域観光周遊ルートの中軸を担い、観光
立国の実現に大きく寄与する路線

○ＪＲの最大限の自助努力を前提に国の実効

性ある支援も求めつつ、将来にわたって路線
を持続的に維持していく方策について、費用負
担のあり方も含め、道と共に検討

根室線
（滝川～富良野
～新得）

根室本線対策協
議会

○滝川～赤平・芦別間で通学を中心に多くの利
用がある地域生活を支える路線
○札幌から広域観光拠点地区である富良野を

結ぶ広域観光周遊ルート、札幌、旭川・美瑛から
の観光客の円滑の移動に欠かせない広域周遊
ルートを形成する路線
○安定した農産品の輸送体系を維持していく広
域物流ルートを形成する路線

○一定の判断を下さなければならない段階に

は、判断材料となる資料等を住民や議会に提
示することが必要
○そのため、様々なケーススタディを想定して、
調査分析を行う

石北線
（新旭川～網走）

オホーツク圏活
性化期成会石北
本線部会・上川
地方総合開発期
成会

○札幌圏と旭川市、北見市、網走市の中核都市
等を結ぶ路線
○道東の広域観光や農業王国オホーツクを支え
る物流には欠かせない路線
○都市機能の拠点を有機的かつ効率的に結び、
地域の経済や住民の生活を支え、守る路線

○ＪＲの最大限の自助努力や国の実効性ある

支援も求めながら、将来にわたって路線を持
続的に維持していくための方策について、費用
負担を含め、道と共に検討

２８Ｐ

※公表線区のみ



線区 検討主体 路線の位置づけ 今後の方向性

釧網線
（東釧路～網走）

オホーツク圏活
性化期成会釧
網本線部会

○国立・国定公園、世界遺産・知床など沿線に

数多くの観光地を有する全国的にも極めて貴重
な線区
○地域住民の利用は、主に高校への通学の交
通手段

○平成29年度中に、釧路地方総合開発促進

期成会釧網線部会との合同部会を設置し、路
線存続に向けて、より具体的に検討
○ＪＲ北海道と協議に入り、平成30年度末ま
でに方策案を示す

釧路地方総合
開発促進期成
会 ＪＲ花咲線・
釧網線対策特
別委員会

〇道東地域における広域観光周遊の基幹的な

路線であり、国・道・地域が進める観光施策に必
要不可欠な路線
〇都市機能の拠点を有機的に結び、地域の経
済・住民生活を支え守る路線

○国への働きかけやＪＲへの提言、これを前

提として地域で取り組む具体的方策について
道と共に検討
○利用促進、経費の節減などＪＲと連携した
取組の検討・実施
○地域住民の気運醸成に向けた取組の検
討・実施

根室線［花咲線］
（釧路～根室）

釧路地方総合
開発促進期成
会

ＪＲ花咲線・釧網
線対策特別委
員会

〇通学や通院など沿線地域住民の安全安心な
生活を守る路線
〇北方領土隣接地域と道東の中核都市を結ぶ
路線
〇広域観光周遊ルートの形成に重要な役割を
持つ路線

○国への働きかけやＪＲへの提言、これを前

提として地域で取り組む具体的方策について
道と共に検討
○利用促進、経費の節減などＪＲと連携した
取組の検討・実施
○地域住民の気運醸成に向けた取組の検
討・実施

根室地方総合
開発期成会

根室本線花咲
線対策特別委
員会

○北方領土隣接地域の振興、住民生活はもと

より隣接地域と道央圏を結ぶ、唯一の鉄路とし
て、人的・物的交流を支える国策上重要な位置
づけ
○通学や通院など沿線地域住民の安全安心な
生活を守る路線
○広域観光周遊ルートの形成に重要な役割を
持つ路線

○第８期北方領土隣接地域振興計画への位
置付けを道に求める
○国への働きかけやＪＲへの提言、これを前

提として地域で取り組む具体的方策について
道と共に検討
○利用促進、経費の節減などＪＲと連携した
取組の検討・実施
○地域住民の気運醸成に向けた取組の検
討・実施

２９Ｐ



【参考】各線区の概要

３０Ｐ

区分 線名

運行区間概要 経営状況（H28）

営業キロ
（ｋｍ）

駅数
本数（上下本数） 輸送密度

（人/キロ/日）
営業損益
（百万円）

営業係数
特急 快速・普通 貨物

道北

宗谷線
（名寄～稚内間）

183.2 33駅 （有人駅5駅、無人駅28駅） ６ １４ 364 △2,672 696

根室線
（滝川～富良野間）

54.6 9駅 （有人駅2駅、無人駅7駅） １９ ２（臨時） 432 △1,275 1,210

根室線
（富良野～新得間）

81.7 9駅 （有人駅2駅、無人駅7駅）

列車：１０
（富良野～東鹿越）

代行バス：１２
（東鹿越～新得）

154 △888 2,636

富良野線
（富良野～旭川間）

54.8 17駅 （有人駅4駅、無人駅13駅） ３８ 1,545 △1,018 381

留萌線
（深川～留萌間）

50.1 12駅 （有人駅2駅、無人駅10駅） １７ 188 △671 987

道東

石北線
（新旭川～網走間）

234.0 36駅 （有人駅4駅、無人駅32駅） ８ ５２ ２（臨時） 980 △3,900 389

釧網線
（東釧路～網走間）

166.2 26駅 （有人駅4駅、無人駅22駅） １８ 463 △1,497 590

根室線〔花咲線〕
（釧路～根室間）

135.4 20駅 （有人駅3駅、無人駅17駅） １６ 457 △1,038 542

道央
・
道南

札沼線
（北海道医療大学～新十津川間）

47.6 17駅 （有人駅1駅、無人駅16駅） １５ 64 △367 2,609

日高線
（苫小牧～鵡川間）

30.5 5駅 （有人駅1駅、無人駅4駅） １７ 462 △440 1,827

日高線
（鵡川～様似間）

116.0 25駅 （有人駅2駅、無人駅23駅） 代行バス：３０ 125
（被災前のＨ26は186）

△886 1,757

室蘭線
（沼ノ端～岩見沢間）

67.0 13駅 （有人駅2駅、無人駅11駅） １７
６（沼ノ端～追分）

２（追分～岩見沢）
477 △1,267 1,137

※ 輸送密度については、台風10号による影響を除くため9～12月を除いている。
なお、根室線（富良野～新得間）については、台風10号による東鹿越～新得間の被災に伴い、4～8月の実績である。
また、日高線（鵡川～様似間）の輸送密度は、バス代行輸送の人員で算出。


